
＜ １年間の企業の経営活動に伴い、発生する収益及び費用 ＞

＜ 施設の建設など支出の効果が次年度以降に及ぶ費用、企業債の元金償還などの支出とその財源となる収入 ＞

※減価償却費…長年使用する資産の取得費用を耐用年数に応じて費用化したもの

※長期前受金戻入…長年使用する資産の取得時に交付された補助金等を減価償却費と同様に収益化したもの

【 決算のポイント 】 ①浄水場等改修事業 （ 事業費 ： 5億9,685万５千円 ）

　・ 前年度と比べて給水収益が約5億3000万円の増収となりました。 　  下北方浄水場新系浄水施設整備事業が完了しました。

　・ 純利益（黒字）8億7,730万1千円を計上しました。 ②経年管更新事業 （ 事業費 ： 9億1,392万8千円 ）

　・ 平成26年度からの継続費事業であった下北方浄水場新系浄水施設整備事業が完了しました。 　  配水管布設替工事により約11.3kmの経年管を更新しました。

　・ 不足額を内部留保資金（損益勘定留保資金など）で補てんしました。 ③幹線管路耐震化事業（ 事業費 ： 17億8,438万3千円 ）

収益的収支（税抜、単位：千円） 企業債残高及び企業債償還金の推移（単位：百万円）

7,801,887 

6,924,586 

資本的収支（税込、単位：千円） ㎥給水収益及び有収水量の推移（単位：百万円，千 ）

2,200,042 

6,298,677 

令和３年度に実施した主な事業

宮崎市上下水道局　令和３年度　決算概要（水道事業）

償還金額はおおむね横ばいで推移し、残高は減少傾向にありますが、経年管の更新事業
費の増加などの支出が見込まれるため、今後は借入額の増加が予想されます。

有収水量は、節水機器の普及等により年々減少傾向にあります。
R２年度の給水収益は、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策に伴う給水料金の減額
措置により減少しています。

 　 災害発生時に避難所となる公共施設や拠点医療施設を中心に、市内中心部を巡る環状ルートの幹線管路の耐震化に取り組みました。

給水収益

69億8,121万4千円

維持管理費

36億3,708万8千円

減価償却費等

28億3,262万2千円
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R3支出

R3収入

企業債利息等　4億5,487万6千円

企業債

18億1,500万円

建設改良費

43億629万6千円

企業債償還金

19億9,238万1千円

不足額（補てん財源） 

40億9,863万5千円
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R3支出

R3収入

一般会計出資金　1億9,048万6千円

県補助金等　1億85万3千円
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純利益　8億7,730万1千円

H28.10料金改定

給水負担金　1億3,988万7千円

長期前受金戻入　2億4,827万5千円

その他　4億3,251万1千円

一般会計負担金等　9,370万3千円
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借入・償還

[百万円]

給水収益

[百万円]

有収水量

[千㎥]

(棒グラフ) (折線グラフ)

(棒グラフ) (折線グラフ)

※補てん財源に関しては
補足資料を参照ください。



＜ １年間の企業の経営活動に伴い、発生する収益及び費用 ＞

＜ 施設の建設など支出の効果が次年度以降に及ぶ費用、企業債の元金償還などの支出とその財源となる収入 ＞

※減価償却費…長年使用する資産の取得費用を耐用年数に応じて費用化したもの

※長期前受金戻入…長年使用する資産の取得時に交付された補助金等を減価償却費と同様に収益化したもの

【 決算のポイント 】 ①管きょ改築事業 （ 事業費 ： １1億8,094万9千円 ）

　・ 純損失（赤字）１億469万7千円を計上しました。 　  老朽管の長寿命化を図るため、国庫補助事業を活用して管きょの改築に取り組みました。

　・ 本年度に生じた純損失につきましては、繰越欠損金として翌年度へ繰り越され、次年度以降に発生する純利益で ②処理場等施設整備事業 （ 事業費 ： 15億1,787万9千円 ）

　解消していくこととなります。 　  汚水処理機能の向上を図るため、国庫補助事業を活用して設備の設置や改築に取り組みました。

　・ 下水道使用料が前年度と比較して、約1,869万円の増収となりました。 ③浸水対策事業（ 事業費 ： 5億3,013万7千円 ）

　・ 資本的支出の５０％以上が企業債償還金（借金の返済）で占められています。

収益的収支（税抜、単位：千円） 企業債残高及び企業債償還金の推移（単位：百万円）

資本的収支（税込、単位：千円） ㎥下水道使用料収益、有収水量及び処理人口の推移（単位：百万円，千 ,十人）

令和３年度に実施した主な事業

 　 浸水被害が発生している地域の被害軽減を図るため、雨水幹線等の整備に取り組みました。

宮崎市上下水道局　令和３年度　決算概要（公共下水道事業）

9,985,936 

10,090,633 

　 企業債の残高（借金）は減少傾向となっています。

5,818,790 

9,799,769 

　 有収水量は減少しましたが、大口使用者（病院や商業施設等）の使用量が前年度より
増加したことに伴い、下水道使用料収入は増加しています。

下水道使用料

49億6,581万2千円

一般会計補助金等

25億4,623万8千円

長期前受金戻入

24億2,175万8千円

維持管理費

28億7,753万9千円

減価償却費等

61億7,541万5千円

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R3支出

R3収入

企業債利息

9億8,956万9千円

純損失

1億469万7千円

企業債

31億4,320千円

建設改良費

39億8,125万2千円

企業債償還金

58億1,851万7千円

不足額（補てん財源） 

39億8,097万9千円
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国庫補助金等

15億703万6千円
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[百万円]
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下水道使用料

[百万円]
(棒グラフ)

有収水量・処理人口

[千㎥，十人]
(折線グラフ)

※補てん財源に関しては
補足資料を参照ください。



＜ １年間の企業の経営活動に伴い、発生する収益及び費用 ＞

＜ 施設の建設など支出の効果が次年度以降に及ぶ費用、企業債の元金償還などの支出とその財源となる収入 ＞

※減価償却費…長年使用する資産の取得費用を耐用年数に応じて費用化したもの

※長期前受金戻入…長年使用する資産の取得時に交付された補助金等を減価償却費と同様に収益化したもの

【 決算のポイント 】 ①管きょ等布設事業 （ 事業費 ： 122万5千円 ）

　・ 純利益（黒字）1,810万9千円を計上しました。 　  公共桝の設置を行いました。

　・ 下水道使用料が前年度と比較して、約203万円減収となりました。 ②処理場施設整備等事業 （ 事業費 ： 2,901万9千円 ）

　・ 資本的支出のほとんどが企業債償還金（借金の返済）で占められています。 　  汚水処理機能の向上を図るため、設備の設置や改築に取り組みました。

　・ 不足額を内部留保資金（損益勘定留保資金など）で補てんしました。

収益的収支（税抜、単位：千円） 企業債残高及び企業債償還金の推移（単位：百万円）

資本的収支（税込、単位：千円） ㎥農業集落排水施設使用料収益、有収水量及び処理人口の推移（単位：百万円，千 ,十人）

215,096 

430,975 

令和３年度に実施した主な事業

宮崎市上下水道局　令和３年度　決算概要（農業集落排水事業）

607,293 

581,358 

農業集落排水施設の整備事業は完了しているため、企業債の新規発行は減少していま
す。

令和２年度と比較して有収水量の減少したことに伴い、農業集落排水施設使用料も減少
しています。

農集施設使用料

1億3,290万2千円

一般会計補助金等

3億5,874万5千円

長期前受金戻入等

1億764万9千円

維持管理費

1億8,260万4千円

企業債利息等

7,037万1千円

減価償却費等

3億2,210万5千円
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R3支出

R3収入

純利益　2,593万5千円

一般会計出資金

1億9,487万6千円

企業債償還金

4億66万8千円

不足額（補てん財源） 

2億1,587万9千円
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H24.10使用料改定

企業債　1,000万円

建設改良費　3,030万7千円
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(折線グラフ)

農集施設使用料

[百万円]
(棒グラフ)

有収水量・処理人口

[千㎥，十人]
(折線グラフ)国庫補助金等　1,022万円

特別利益等　799万7千円

※補てん財源に関しては
補足資料を参照ください。



【補足資料】


